松下幸之助記念志財団
2021年度「松下正治記念学術賞」募集要項


松下幸之助記念志財団助成・顕彰プログラムの目的は、「諸外国との相互理解の増進」「自然と人間との共生」の実現を図り世界文化の進展と人類の平和に貢献することです。
この目的に沿って、本財団はわが国と諸外国との交流の促進やお互いの発展と真の国際相互理解の増進に寄与し、かつ社会的・学術的要請の高い学問分野の研鑽を志す学生や研究者の「海外研究留学」・「研究助成」を行っております。

これらのステップアップの助成事業として松下正治記念学術賞を創設し、研究内容の出版を助成しています。


Ⅰ）助成対象

１．助成対象論文
・本財団の「松下幸之助国際スカラシップ受給者」で成果報告書を提出済みの方、ある
いは、本財団「研究助成」の2004年度以降の受給者で成果報告書を提出済みの方に
よる学位論文もしくはそれに準ずる論文
・論文のテーマは過去の助成研究テーマに限られない
・論文の言語は日本語ないし英語とする

＜助成の対象とならないもの＞
・他の刊行助成が決まっているもの
・既に刊行された著書の改編にすぎないもの
・統一テーマを持たない既発表論文の集成
（他の刊行助成にも申請している場合、採択が決定し次第、その旨を速やかに本財団事務局に連絡すること）


２．応募資格・条件
・本財団スカラシップの受給者で成果報告書提出済みの方
（本財団スカラシップとは「松下アジアスカラシップ」「松下国際スカラシップ」
「松下幸之助国際スカラシップ」）
・本財団「研究助成」の2004年度以降の受給者で成果報告書提出済みの方
Ⅱ）助成の概要

１．授賞対象
・若干名（授賞に該当する応募論文がない年度は授賞なしとする）
・授賞は個人としては一回に限る（複数回の応募は認める）


２．助成金額
・当該年度の助成総額の上限は原則として１５０万円
・助成額は内定後、出版社による見積書を査定して決定。但し、見積金額を上回らない


３．助成金の使途
・助成金は授賞論文の出版経費の一部とし、刊行後、原則財団から版元に支払われる
・受賞者は版元より原則として完成本の４０部を受け取れるものとする


４．主たる義務
・受賞者は内定後一ヶ月以内に、学術書出版に実績をもつ版元による見積書を財団に
提出し、金額の査定を受ける（財団による国内版元の紹介も可能）
· 外国での出版の場合は、遅くとも８月中には実績のある信頼性の高い出版社
との間で事前協議がなされていること、さらに内定後一ヶ月以内に当該出版
社による出版に前向きな意向を示す書類を財団に提出すること
・受賞者は、助成金の決定通知の後、版元と財団との三者で確認書を取り交わし、
翌年９月中に受賞論文を公刊する
・刊行物に本賞受賞による助成の成果であることを明記する
・翌年２月の授賞式に出席する
・受賞後は、通常の編集校正による修正を超えて、論文内容の大幅な改編や増減は
できない


Ⅲ）選考方法・基準

１．選考方法
・選考委員会において厳正かつ公平な選考を行い、決定する
・募集：４月１日～５月２１日 ／ 決定：１０月下旬

２．採否の通知
・１０月末に採否を全応募者に通知、翌年２月の授賞式にて正式に授賞


３．選考基準
・国際相互理解の促進に資する研究
・社会的・学術的に要請度の高い研究
・独創的あるいは先駆的な研究
・初めての単著出版者を優先する



Ⅳ) 応募手続

１.申請書の入手方法
・申請書は、財団のホームページ http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/に
掲載していますので、ダウンロードしてご使用下さい

２.申請方法
・下記申請書類（原本一式）と完成稿１部およびその完成稿データ（PDF）が入った
ＣＤ等の媒体を同封し、本財団「松下正治記念学術賞」係あてに郵送する
・パソコン（Word）をご使用いただき直接申請書に必要事項を打ち込む
・フォントは原則「１１」以上で記入

３.提出書類の内容
①申請書類
	No.１
	松下正治記念学術賞申請書

	No.２
	著作物の内容及び目次・原稿量

	No.３
	申請者の経歴及び主要な実績

	No.４
	推薦書 ( 指導教員 或いは それに準ずる者の推薦 )



②完成稿１部（紙ベース）
③完成稿ＰＤＦデータ（ＣＤ・ＵＳＢメモリ等）

  ※なお、送付いただいた原稿とＣＤ等は本賞の選考以外には使用いたしません

４.注意事項
・提出いただいた申請書類、完成稿、ＣＤ等は、返却いたしませんので必ずコピーを
保管して下さい
・申請書類および推薦書の到着後１週間以内に受領連絡いたしますので、未着の場合は
照会願います
・申請書類が著しく不備な場合（乱雑な文字も含む）選考対象外になることがあります


５．応募書類受付期間
[bookmark: _GoBack]「４月１日（木）～５月２１日（金）」 必着

ご応募のお問い合わせにつきましては、原則としてＥメールでご連絡ください
publication@gg.jp.panasonic.com  













応募・問い合わせ先

公益財団法人 松下幸之助記念志財団
                      大阪事務所
  「松下正治記念学術賞」係
〒571-8501 
大阪府門真市大字門真1006
電話：06－6908－4488   

松下幸之助記念


志


財団


 


2021


年度「松下正治記念学術賞」募集要項


 


 


 


松下幸之助記念


志


財団


助成・顕彰プログラム


の目的は、


「


諸外国との相互理解の増進


」


「自然と人間との共生」の実現を図り


世界文化の進展と人類の平和に貢献することです。


 


この目的に沿って、


本財団は


わが国と


諸外国との交流の促進


や


お互い


の発展と真の国


際相互理解の増進に寄与


し


、


かつ


社会的・学術


的


要請の高い学問分野の


研鑽を志す


学生


や


研究者


の


「


海外研究留学


」・「研究助成」


を


行っております


。


 


 


これらの


ステップアップ


の助成事業として松下正治記念学術賞を創設


し、研究内容の


出版を助成


し


てい


ます


。


 


 


 


�T


）助成対象


 


 


１．助成対象論文


 


・


本財団の


「


松下幸之助国際


スカラシップ


受給者


」


で成果報告書を提出済みの方、


ある


 


いは、


本財団


「研究助成」


の


2004


年度以降の受給者で


成果報告書を提出済みの方


に


 


よる


学位論文もしくはそれに準ずる


論文


 


・論文のテーマは過去の助成


研究


テーマに限られない


 


・


論文の言語は日本語ないし英語とする


 


 


＜助成の対象とならないもの＞


 


・


他の刊行助成が決まっているもの


 


・


既に刊行された著書の改編にすぎないもの


 


・


統一テーマを持たない既発表論文の集成


 


（他の刊行助成にも申請している場合、採択が決定し次第、その旨を速やかに


本


財団


事務局に連絡するこ


と


）


 


 


 


２．応募資格・条件


 


・本財団スカラシップの


受給者で成果報告書提出済みの方


 


（本財団スカラシップとは「松下アジアスカラシップ」「松下国際スカラシップ」


 


「松下幸之助国際スカラシップ」）


 


・本財団「研究助成」の


2004


年度以降の受給者で成果報告書提出済みの方


 




松下幸之助記念 志 財団   2021 年度「松下正治記念学術賞」募集要項       松下幸之助記念 志 財団 助成・顕彰プログラム の目的は、 「 諸外国との相互理解の増進 」 「自然と人間との共生」の実現を図り 世界文化の進展と人類の平和に貢献することです。   この目的に沿って、 本財団は わが国と 諸外国との交流の促進 や お互い の発展と真の国 際相互理解の増進に寄与 し 、 かつ 社会的・学術 的 要請の高い学問分野の 研鑽を志す 学生 や 研究者 の 「 海外研究留学 」・「研究助成」 を 行っております 。     これらの ステップアップ の助成事業として松下正治記念学術賞を創設 し、研究内容の 出版を助成 し てい ます 。       Ⅰ ）助成対象     １．助成対象論文   ・ 本財団の 「 松下幸之助国際 スカラシップ 受給者 」 で成果報告書を提出済みの方、 ある   いは、 本財団 「研究助成」 の 2004 年度以降の受給者で 成果報告書を提出済みの方 に   よる 学位論文もしくはそれに準ずる 論文   ・論文のテーマは過去の助成 研究 テーマに限られない   ・ 論文の言語は日本語ないし英語とする     ＜助成の対象とならないもの＞   ・ 他の刊行助成が決まっているもの   ・ 既に刊行された著書の改編にすぎないもの   ・ 統一テーマを持たない既発表論文の集成   （他の刊行助成にも申請している場合、採択が決定し次第、その旨を速やかに 本 財団 事務局に連絡するこ と ）       ２．応募資格・条件   ・本財団スカラシップの 受給者で成果報告書提出済みの方   （本財団スカラシップとは「松下アジアスカラシップ」「松下国際スカラシップ」   「松下幸之助国際スカラシップ」）   ・本財団「研究助成」の 2004 年度以降の受給者で成果報告書提出済みの方  

